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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学教育の体系的・持続的改善のために、教育知の共有と実践コミュニティ構築
を支援する「オープンナレッジ・プラットフォーム」として、オンラインシステム「大学教育コモンズ」の開発をおこ
なった。マルチメディアポートフォリオを利用し、経験的教育実践知の蓄積・共有を促進する概念的モデルの実証的検
証を行った結果、学問分野、教員や授業に依存する固有の文脈を超えて教育実践知を蓄積・共有するためのイノベーテ
ィブな方法と支援システムの効果が実証された。

研究成果の概要（英文）：Through this research, the “University Education Commons,” an online system 
that serves as an open knowledge platform, was developed to support sharing educational knowledge and 
building communities of practice for systematic and sustainable improvement of higher education. By 
examining a conceptual model for using multimedia ePortfolio to build and share practical educational 
knowledge, the effectiveness of the innovative methods and the support system that enable building and 
sharing educational practical knowledge across different local educational contexts that depend on 
particular disciplines, courses, and instructors, was empirically proven.

研究分野： 教育工学、教育イノベーション、高等教育システム
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１．研究開始当初の背景 
(1) ローカルな効果的教育実践の成果と知
見の共有と再利用 
 日本における大学教育改善の取り組みは、
各大学・地域・プロジェクトなどのローカル
なレベルでは着実に進められてきており、そ
の取り組みの内容や成果についても、教員や
学生が作成するポートフォリオなどを用い
た可視化と公開を通じて、限定的ではあるが
始まっていた。また、 IR やラーニング・ア
ナリティクス等に代表されるような「教育の
質保証を高めるためのデータ収集や分析的
方法の開発と利用」への関心も高まりつつあ
った。しかし、このような主としてローカル
な状況や文脈における優れた実践が、異なっ
た教育的状況や文脈に柔軟に適合されて、よ
り広範な教育社会的インパクトをもたらす
ためには、これらの教育改善の試みに用いら
れた手法やツールだけでなく、「経験的実践
知の可視化とその公的蓄積と共有」が不可欠
である(飯吉, 2011)。 
(2) 大学教育改善のための ICT 利用 
 学習・教授活動のための支援ツール・環境
としての ICT 活用に関する研究開発は、教育
工学等の分野を中心にこれまで国内外で精
力的に進められてきたが、ICT を「教育実践
に関する知識や経験の共有や教育実践コミ
ュニティのための支援ツール・環境」と捉え、
大学教育改善の進展に寄与してきた研究開
発は、まだ数少なかった。本研究は、米国カ
ーネギー教育進行財団知識メディア研究所
の「KEEP Toolkit」「Carnegie Workspace」
「Teaching & Learning Commons」 (Iiyoshi 
& Richardson, 2008)や京都大学高等教育研
究開発推進センターの「MOST」(酒井他, 2009) 
などの教育改善活動を支援するオンライン
ツール・環境の開発・運用・評価の先駆的な
試みを継承し発展させるものであり、「大学
教育コモンズ」は、日本における大学教育改
善 の 総 和 的 進 展 を 図 る た め の
「Faculty-Knowledge Network」の中枢的役
割を担うものとして構築が図られた。 
(3) 先進的教育方法に取り組む実践コミュ
ニティの育成 
 教育イノベーションの「創発→共有→適
合」サイクルの循環による持続的な教育改善
の普及と進展を図る上で、教育実践コミュニ
ティの育成と支援は最重要課題の一つであ
る。本研究では、前述した ICT 支援環境を活
用し、相互研修型 FD をベースに京都大学高
等教育研究開発推進センターか試行してき
た MOST フェローシッププログラムやカーネ
ギー教育振興財団のCASTLプログラムなどの
国内外の取組を通して得られた教育実践コ
ミュニティ構築の知見に基づき、我が国の重
点的教育政策としても推進されている「学び
のアクティブ化・深化」「大学生の学修時間
の増加」「教育の多様化やオープン化・グロ
ーバル化」などと連関した「ピアインストラ
クション」「PBL」「オンライン/ブレンディッ

ド学習」「オープンエデュケーション」等の
先進的教育方法の実践・研究・普及を促進さ
せる教育実践コミュニティの育成と支援が
試みることが図られた。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は、大学教育の体系的・持続
的改善を支援するために、教育知共有と実践
コミュニティ構築支援するオンラインシス
テム「大学教育コモンズ」を開発し、国内外
の先駆的な教育改善・教育イノベーションの
取組との連携を通じ、汎用性の高い「効果的
な教育実践の蓄積・共有促進のためのモデ
ル」の効果を実証的に検証することであった。 
「大学教育コモンズ」は、教育改善や教育開
発の過程と成果を、そこから得られた経験的
知識と共に蓄積・共有し、優れた教育実践を
「教育イノベーション」として広範に普及さ
せるための「オープンナレッジ・プラットフ
ォーム」として構築・運用され、先駆的な教
育方法の相互的な開発・評価・研修を行う教
員実践コミュニティの育成を支援した。 
 
３．研究の方法 
(1) 新たな教育方法の着実で効果的な導入
を促す「DIY キット」の開発  
 「ピアインストラクション」「PBL（プロジ
ェクト型学習・プログラムベース学習）」「オ
ンライン/ブレンディッド学習」「オープンエ
デュケーション」について、既に成果を上げ
ている実践的取り組みについて、教育方法・
コンテンツ開発チームを中心に MOST を利用
してポートフォリオ化を行った。さらにこの
ような教育方法を新たに用い教育改善に取
り組もうとする教員が、円滑に効果的な導 
入と実践を行えるようにするためにはどの
ようなノウハウや補助的リソースが必要と
なるか（何が分野・領域に共通していて、何
が個別対応の必要なものかも含め）について



共同研究を行い、各教育方法について、それ
らをまとめ収納した「DIY(Do It Yourself)
キット」を作成し、その利用効果を検証した。 
(2) オープンナレッジ・プラットフォームと
しての「大学教育コモンズ」の構築 
 上記(1)で開発されたポートフォリオや
「DIY キット」を流通・共有・利用するため
のオンライン環境「大学教育コモンズ」を構
築した。「大学教育コモンズ」には、必要な
情報へのアクセスを可能とする「キーワード
/トピック別検索機能」、「タグ機能」、「閲覧・ 
利用ランキング機能」、さらに「コメント機
能」、「ソーシャルブックマーキング」、「ソー
シャルネットワーキング」等の機能やツール
に加え、教育実践知や教育実践の支援リソー
スを探索・整理・体系化し、似たような教育
改善の取り組みに興味や関心を持っている
大学教と協同するオンラインコミュニティ
ワークスペースなどが実装され、これらの機
能やツールの利用効果が検証された。 
(3) 大学教職員による教育改善コミュニテ
ィの育成支援 
 本研究では、前述の 4つの教育方法を軸と
する「DIY キット」を作成・利用した大学教
職員によって作られた教育改善コミュニテ
ィが、「大学教育コモンズ」の利用やその他
の協同的活動を通してのように育成され拡
張されるか、またそのような実践コミュニテ
ィの育成がどのような方法や仕組みによっ
て促進されるかについて、ラーニング・アナ
リティクスなどを含む定性的・定量的な 手
法を用い探索的究明を試みた。さらに、この
ような実践コミュニティを通じた利用を通
して、「DIY キット」の改善可能性について
も調査・ 検討を行った。 
 
４．研究成果 
 初年度においては、教育知共有コミュニテ
ィオンラインシステム「大学教育コモンズ」
のプロトタイプ開発に向け、オープンエデュ
ケーションに関する海 外の実践に関する情
報収集を行った。また、学習データ分析によ
る教育改善を支援するラーニング・アナリテ
ィクスに関し、海外の先 行研究を調査した。 
 教育方法・教材開発については、「ピアイ
ンストラクション」「PBL（プロジェクト型学
習・プログラムベース学習）」「オンライン/
ブレンディッド学習」「オープンエデュケー
ション」の 4領域について、教材やカリキュ
ラムの設計・開発・利用に関 する実践的知
識や経験をもとに、これらの教材やカリキュ
ラムの普及・利用を促進する DIY キットの開
発に向け、そのコンテンツの一 部となるマ
ルチメディアポートフォリオを開発し、一部
を「MOST」で公開した。教育評価開発につい
ては、開発された教材と授業方法の一部に対
し、理論的・実践的観点から形成的評価を行
った。また、学習評価の結果にもとづく教育
方法評価をおこない、これらの成果をマルチ
メディアポートフォリオで公開した。 

 コミュニティ開発と実践コミュニティを
通じた教育改善実践とDIYキットの形成的評
価については、開発された教育方法・教材や
評価手法の活用を促進するため、関連する授
業改善に取り組んでいる教員を全国から募
り、授業内容や教育改善の成果をマルチメデ
ィアポートフォリオとして可視化し共有す
る教員コミュニティを組織し、その活動を支
援した。この教員コミュニティは、「大学教
育コモンズ」の一部であるオンラインコミュ
ニティワークスペースなどを通じて、教育改
善実践の共有やマルチメディアポートフォ
リオの開発を行い、10 件を公開した。 
 第 2年度においては、「大学教育コモンズ」
のプロトタイプを開発し、初年度に行った調
査を踏まえ、同システムの利用に関するラー
ニング・アナリティクス的なデータの収集・
分析方法に関し、海外の先行研究を調査した。 
 また前述した教育方法の 4 領域について、
初年度に開発したマルチメディアポートフ
ォリオを、「大学教育コモンズ」内に作られ
た教員コミュニティのメンバーに適用して
もらい、教育改善実践の成果や課題等に関す
るフィードバックをコミュニティ開発グル
ープから受け、同システムの開発に還元した。 
 教育評価開発については、初年度に引き続
き、開発された教材と授業方法に対し、PBL
やアクティブラーニングに関する理論的・実
践的観点からの評価を行い、本研究メンバー
にフィードバックした。学習評価としてパフ
ォーマンス評価、ポートフォリオ評価、真正
の評価のための評価課題および評価基準と
してのルーブリックの開発を行った。 
 コミュニティ開発と実践コミュニティを
通じた教育改善実践とDIYキットの形成的評
価については、初年度に引き続き、本研究を
通じて開発された教育方法・教材や評価手法
の活用を促進するため、関連する授業改善に
取り組んでいる教員を全国から募り、授業内
容や教育改善の成果をマルチメディアポー
トフォリオとして可視化し共有する教員コ
ミュニティを組織し、その活動を支援した。
この教員コミュニティは、オンラインコミュ
ニティワークスペースなどを通じて、教育改
善実践の共有やマルチメディアポートフォ
リオの開発を行い、9件を公開した。 
 最終年度においては、大学教育の体系的・
持続的改善を支援するため、教育知共有と実
践コミュニティ構築支援のためのオンライ
ンシステム「大学教育コモンズ」を開発し、
先駆的な教育改善・教育イノベーションの取
組との連携を通じて汎用性の高い「効果的な
教育実践の蓄積・共有促進のためのモデル」
の効果を実証的に検証した。 
 教育方法・教材開発については、テーマ別
の教育改善の取組を通じて得られた実践知
を、実践の文脈を含む形でマルチメディアポ
ートフォリオを用いて公開・共有し、各テー
マの実践コミュニティで利用された教育改
善実践の成果や課題に対するフィードバッ



クを「大学教育コモンズ」の開発に還元した。 
 実践コミュニティによる教育改善とDIYキ
ットの形成的評価過程において、学問分野や
教員、授業に固有の文脈を超えて教育知を交
換するためには、いったん教育的文脈を切り
離して教育実践をモジュール化し、厳選され
たモジュールを共有する場を設ける必要性
あることが明らかとなった。このため、「大
学教育コモンズ」のツールとして、MOS 宝(モ
ストレジャー)を開発し、運用を開始した。
MOS 宝は、授業改善や教育改善のためのノウ
ハウやツール、アイデアを、他の教員か簡便
に使える形で共有するためのツールで、教育
的文脈を越えた実用的・具体的な教育改善の
ノウハウ等の普及と再利用を可能にした。ま
た、キーワード検索や各ポートフォリオへの
直接リンクが可能であり、モジュール化され
た教育知が、どのような教育実践において生
成されたかを、元の教育文脈を通じて理解す
ることを可能にした。教育評価開発について
は、開発された教材と授業方法に対し、理論
的・実践的観点から評価を行い本研究にフィ
ードバックした。また、学習評価結果に基づ
き、各テーマに対して教育方法の評価を行い、
その成果を「大学教育コモンズ」に公開した。 
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